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森林の構造と成長の関係解析に関する研究

－収穫試験地施行要綱による試験地の設定と経過について－
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森林の構造と成長の関係解析に関する研究

収穫試験地施行要綱による試験地の設定と経過について－

森林施業研究班

序

林業におＩ÷ろ試験の発端はドイツにおける収盤試験で１８７１年かの地で林業試験場開設と同時に開始ざ

れ連綿として継続され、すでに一世紀にも及んでいる。こ、間第二次大戦が勃発したが、戦時中連合軍の

空襲下研究員は調査データを持ち、難を逃れ、データの保存に成功し、それをもとにして収穫表の作成、

森林の成長収穫の解析等租々の業緬を公表している。

日本においても昭和７年１０月、国有林は事業規程の改正を行ない、各営林局でも試験業務を施行でき

ることとし、昭和９年１０月には収獲試験施行書を定め、殻極的に収穫試教の施行にのりだし、順調に軌

道にのり昭和１８年ごろまでは大いに進められた。しかし、戦争の激化とともにこの業務にも支障をきた

すようになった。戦後、山林局でもいち早くこの試執地の整蝋に着手したが、歎験業務は林業試験場で担

当するよう進駐軍の指令があり、収iili試験は林業試験場が担当することとなった。そのころ、林業試験場

でも林政統一、経営部の新設などのため収穫試験については営林局に併設された支場、あるいは営林局、

試験場駐在員に一任せざるを得なかった。

経営部においても人貝が整備するにつれ、収穫試換の再検討を支・分場ならびに各局担当官との間に協

議し、当時の小鰯部長の指示の下に、昭和２９年から既往試験地の資料を整蝋し、中間報告書の発表に蒜

手し、同時に既往の収穫試験施行方法醤の再検討を始めた。その成果については、昭和５２年から中間報

告書として現在まで第一次、第二次まで発表され、研究者や技術者間に広く活用されている。また収穫試

験方法iulも１９５６年、エ.Ｕ・Ｆ・Ｒ.Ｏ・で発表された画定試験地調査指針などを参考とし、新たに５４年

収穫試験施行要綱を作成した。この間、昭和５２年より収穫試鹸地の整備に簡手し、気候、土地要素など

を考慮し、全国に樹jiKごとにどの程度の試験地を配蝋したらよいか、１日試験地でいろいろの理由から廃止

した方がよいものがあるか、調査の費用、要員などを考慮し、昭和５４年収鰹試験地整榊１０カ年計画を

定め、同年より整備に着手した（ただし、北海道は秘含の都合により昭和５６年より開始した）。これに

より廃止されたり縮少された試験地も生じたが、新たに設けられた試験地も生じた。この計画は林業試験

蝿支分場担当の新設の分は、種なのRIF由でかなり不実行の支鋤もあったが、営林局担当の分はほとんど

１００筋計画が麺戊された。この新設の試験地の調査は新しい収穫試験要綱により実行されるよう林野庁

の



長官通達により定められているもので、今回発表するものばすぺて、この計画により新設された試験地の

采の調査結果で、なかには第５回目、調在を完了した６ｍもかなり含まれている。

この取りまとめにあたっては、各支・分場の担当者および経営部とくに測定研究室および調査部電子31.

算室の各員は非常な労を払った。その点からもこの報告書が、林業技術者および研究者に広く活用される

ことを望むものである。

このような長期間にわたる試験が、林業技術の比較的進んでいる日本に、収穫試験を除きほとんどない

ことはまことに淋しい限りで、西欧諸国にいささか遜色を悪ぜざるを得ない。この極の息の長い試験が今

後とも続行され、拡大されることを切望して序とする次第である。

昭和４７年５月

大友栄松林業試験場経営部長
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